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「
中
京
新
聞
」
の
「
原
子
小
説
」 

斎
藤
理
生  

一 
「
中
京
新
聞
」
の
文
化
欄
と
新
延
修
三 

  

本
稿
で
は
、
敗
戦
直
後
の
新
興
地
方
紙
「
中
京
新
聞
」
に
掲
載
さ

れ
た
超
短
編
シ
リ
ー
ズ
「
原
子
小
説
」
を
紹
介
す
る
。「
中
京
新
聞
」

は
、
国
立
国
会
図
書
館
お
よ
び
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
閲
覧
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。 

 

明
治
期
以
来
、
新
聞
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
文
学
作
品
が
発
表
さ
れ
た
。

敗
戦
直
後
も
例
外
で
は
な
い
。
た
だ
、
物
資
不
足
で
二
面
し
か
な
か

っ
た
当
時
の
新
聞
に
は
、
文
学
作
品
に
割
け
る
紙
面
の
余
裕
が
限
ら

れ
て
い
た
。 

新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
文
学
作
品
と
し
て
、
最
も
思
い
浮
か
べ
ら
れ

や
す
い
の
は
連
載
小
説
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
「
朝
日
新
聞
」
や
「
毎

日
新
聞
」
の
よ
う
な
全
国
紙
が
、
戦
前
の
よ
う
に
連
載
小
説
を
再
開

す
る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
っ
た
。
毎
日
ほ
ぼ
必
ず
小
説
が
掲
載
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、「
朝
日
新
聞
」
で
は
石
坂
洋
次
郎
『
青
い
山

脈
』（「
朝
日
新
聞
」
一
九
四
七
・
六
・
九
～
一
〇
・
四
、
一
一
七
回
）

以
降
、「
毎
日
新
聞
」
で
は
林
芙
美
子
『
う
ず
潮
』（「
毎
日
新
聞
」
一

九
四
七
・
八
・
一
～
一
一
・
二
四
、
一
一
五
回
）
以
降
で
あ
る
。 

一
方
、
地
方
紙
、
特
に
新
興
紙
に
お
い
て
は
、
競
合
他
紙
と
の
差

異
化
に
よ
る
売
り
上
げ
の
増
加
を
ね
ら
っ
て
、
し
ば
し
ば
小
説
が
掲

載
さ
れ
て
い
た
。
疎
開
し
て
い
た
作
家
も
多
く
、
規
模
の
小
さ
な
新

聞
に
、
中
央
の
有
力
な
作
家
が
寄
稿
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。「
中
京
新

聞
」
も
そ
の
よ
う
な
新
聞
の
一
つ
で
あ
る
。 

「
中
京
新
聞
」
は
、
一
九
四
六
年
八
月
一
日
か
ら
一
九
五
一
年
五
月

六
日
ま
で
、
愛
知
県
名
古
屋
市
で
発
行
さ
れ
て
い
た
夕
刊
紙
で
あ
る
。

そ
の
全
貌
は
、
井
川
充
雄
『
戦
後
新
興
紙
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ 

新
聞
用
紙
を

め
ぐ
る
攻
防
』（
１
）

に
く
わ
し
い
。
こ
こ
で
は
要
点
だ
け
を
ま
と
め
て

お
く
。
こ
の
新
聞
は
、「
朝
日
新
聞
」
の
協
力
紙
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
方
針
で
全
国
紙
が
部
数
を
増
や
せ
な
い
時
期
に
、
名
古
屋

と
い
う
、
県
紙
「
中
部
日
本
新
聞
」
が
シ
ェ
ア
を
占
め
る
要
所
を
押

さ
え
る
将
来
の
布
石
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
。
発
行
部
数
は
約
八
万
四

千
部
で
、
既
存
紙
と
併
読
さ
れ
た
と
思
し
い
。 

こ
の
頃
「
朝
日
新
聞
」
と
「
毎
日
新
聞
」
と
は
、
全
国
で
同
じ
よ

う
に
新
た
な
新
聞
を
協
力
紙
と
し
て
立
ち
上
げ
て
い
た
。
名
古
屋
で

は
「
朝
日
新
聞
」
系
の
夕
刊
紙
と
し
て
「
中
京
新
聞
」
の
姉
妹
紙
で

あ
る
「
夕
刊
新
東
海
」、「
毎
日
新
聞
」
系
の
「
東
海
毎
日
新
聞
」、「
中

部
日
本
新
聞
」
系
の
「
名
古
屋
タ
イ
ム
ズ
」
が
創
刊
さ
れ
、
乱
立
状

態
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
「
中
京
新
聞
」
は
、
文
化
欄
が
充
実

し
て
い
た
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
井
川
前
掲
書
で
は
、
次
の
よ
う
に

説
明
さ
れ
て
い
る
。 
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当
時
、
一
枚
二
頁
の
新
聞
の
時
代
に
、『
朝
日
新
聞
』
を
含
め
、

他
の
新
聞
は
週
に
一
回
程
度
し
か
「
文
化
欄
」
を
設
け
て
い
な

か
っ
た
。『
中
京
新
聞
』
は
、
そ
れ
を
毎
日
設
け
、
尾
崎
一
雄

や
丹
羽
文
雄
と
い
っ
た
当
時
の
知
識
人
、
文
化
人
に
よ
る
文
章

を
掲
載
し
た
。（
中
略
）
同
時
期
の
『
中
部
日
本
新
聞
』
に
は
、

文
化
欄
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
こ
の
点
か
ら
も
、『
中
京
新

聞
』
が
、「
文
化
欄
」
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
独
自
性

を
出
そ
う
と
し
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。（
一

六
〇
䢣
一
六
一
頁
） 

 

他
紙
と
差
異
化
さ
れ
る
こ
の
文
化
欄
に
は
、
し
ば
し
ば
文
藝
記
事

が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
単
発
的
な
随
想
や
評
論
が
掲
載
さ
れ
る
だ
け

で
な
く
、
魅
力
的
な
連
載
や
特
集
も
組
ま
れ
た
。
本
稿
で
紹
介
す
る

「
原
子
小
説
」
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。 

な
お
、「
中
京
新
聞
」
が
創
刊
当
時
か
ら
掲
載
し
て
い
た
連
載
小
説

は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

大
佛
次
郎
（
横
山
泰
三
）『
姉
』（
一
九
四
六
・
八
・
一
～
九
・
三

〇
、
六
〇
回
） 

丹
羽
文
雄
（
三
好
悌
吉
）『
十
字
路
』（
一
九
四
六
・
一
〇
・
一
～

一
九
四
七
・
一
・
九
、
九
一
回
） 

藤
沢
桓
夫
（
田
村
孝
之
介
）『
牧
歌
』（
一
九
四
七
・
一
・
一
〇
～

五
・
九
、
一
〇
五
回
） 

石
川
達
三
（
初
山
滋
）『
幸
福
の
限
界
』（
一
九
四
七
・
五
・
一
三

～
八
・
二
六
、
九
〇
回
） 

林
房
雄
（
宮
田
青
畝
）『
真
昼
の
花
』（
一
九
四
七
・
八
・
二
七
～

一
二
・
二
一
、
一
一
〇
回
） 

深
田
久
弥
（
杉
本
健
吉
）『
女
の
幸
福
』（
一
九
四
七
・
一
二
・
二

四
～
四
・
二
二
、
一
一
六
回
） 

林
芙
美
子
（
脇
田
和
）『
妻
と
良
人
』（
一
九
四
八
・
四
・
二
三
～

九
・
二
六
、
一
五
二
回
） 

眞
船
豊
（
水
谷
清
）『
陽
気
な
家
族
』（
一
九
四
八
・
九
・
二
七
～

二
・
二
五
、
一
四
八
回
） 

秋
田
實
（
都
築
敏
三
）『
繭
と
蝶
々
』（
一
九
四
九
・
二
・
二
六
～

三
・
一
四
、
二
〇
回
） 

吉
川
英
治
（
新
井
勝
利
）『
続
・
太
閤
記
』（
一
九
四
九
・
三
・
一

八
～
一
〇
・
一
五
、
二
一
〇
回
） 

尾
崎
士
郎
（
野
間
仁
根
）『
花
や
か
な
男
』（
一
九
四
九
・
一
〇
・

一
六
～
一
九
五
〇
・
一
・
二
一
、
九
五
回
） 

石
川
達
三
（
生
沢
朗
）『
古
き
泉
の
ほ
と
り
』（
一
九
五
〇
・
一
・

二
二
～
六
・
八
、
一
三
六
回
） 

林
芙
美
子
（
森
田
元
子
）『
あ
は
れ
人
妻
』（
一
九
五
〇
・
六
・
一

〇
～
一
一
・
一
四
、
一
五
八
回
） 

今
日
出
海
（
中
村
琢
二
）『
い
ろ
は
紅
葉
』（
一
九
五
〇
・
一
一
・

一
五
～
四
・
一
五
、
一
五
〇
回
） 

山
本
周
五
郎
（
宮
川
仁
）『
火
の
杯
』（
一
九
五
〇
・
四
・
一
六
～

五
・
五
？
、
二
〇
回
） 

 

戦
前
か
ら
文
壇
で
活
躍
し
て
い
た
作
家
が
多
数
起
用
さ
れ
て
い
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る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
ぜ
創
刊
さ
れ
た
ば
か
り
の
地
方
新
聞
に
、
こ

れ
だ
け
の
流
行
作
家
た
ち
が
書
い
て
く
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に

は
、
新
延
修
三
と
い
う
記
者
が
介
在
し
て
い
る
と
思
し
い
。 

新
延
は
、
著
書
『
朝
日
新
聞
の
作
家
た
ち 

新
聞
小
説
誕
生
の
秘

密
』
の
「
あ
と
が
き
」（
２
）

で
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
、
一
九
二
八
年

に
「
朝
日
新
聞
」
に
入
社
し
、
そ
の
大
半
を
学
芸
部
で
「
新
聞
小
説

の
発
掘
と
高
尚
に
時
を
す
ご
し
た
」
と
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
戦
中

戦
後
に
関
す
る
よ
り
細
か
い
情
報
は
、
同
書
の
「
丹
羽
文
雄
」
の
項

で
説
明
さ
れ
て
い
る
。 

 

僕
は
、
太
平
洋
戦
争
勃
発
と
と
も
に
昭
和
十
七
年
マ
カ
ッ
サ

ル
支
局
に
赴
き
、
翌
年
ジ
ャ
ワ
に
転
じ
て
朝
日
新
聞
特
派
員
兼

ジ
ャ
ワ
新
聞
社
員
と
し
て
働
き
、
終
戦
後
、
ガ
ラ
ン
島
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の
ジ
ュ
ロ
ン
で
の
捕
虜
生
活
を
終
え
て
、
二
十
一
年

二
月
に
デ
ン
グ
熱
に
も
マ
ラ
リ
ヤ
に
も
か
か
ら
ず
に
無
事
帰

国
、
そ
の
年
の
八
月
か
ら
千
葉
雄
次
郎
と
組
ん
で
、
名
古
屋
で

新
興
紙
『
中
京
新
聞
』
の
仕
事
を
し
た
。 

こ
れ
が
三
年
半
。
そ
し
て
、
二
十
四
年
の
暮
、
名
古
屋
で
戦

時
中
、
中
絶
し
て
い
た
朝
日
新
聞
が
印
刷
発
行
さ
れ
る
事
に
な

っ
た
の
で
、
予
定
の
撤
収
を
し
て
朝
日
新
聞
に
舞
い
戻
っ
た
。

（
３
） 

 

こ
の
よ
う
に
新
延
は
、
戦
争
中
は
外
地
の
新
聞
に
、
戦
後
は
地
方

の
新
聞
に
出
向
し
て
い
た
。「
予
定
の
撤
収
」
と
い
う
の
は
、「
朝
日

新
聞
」
が
夕
刊
を
発
行
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
名
古
屋
勤
務
だ

と
、
事
前
に
言
い
含
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

敗
戦
直
後
の
新
興
紙
に
は
、
新
延
の
よ
う
な
、
戦
前
か
ら
全
国
紙

の
新
聞
小
説
の
担
当
者
と
し
て
作
家
た
ち
と
交
流
し
て
い
た
記
者

が
在
籍
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
新
延
は
、
か
つ
て
培
っ
た

コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
活
か
し
て
「
中
京
新
聞
」
に
書
い
て
も
ら
っ
た
。

結
果
、
全
国
紙
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
陣
容
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た

（
４
）
。
そ
れ
は
新
延
側
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
尾

崎
士
郎
や
林
房
雄
の
よ
う
な
、
公
職
追
放
さ
れ
て
い
た
作
家
た
ち
に

と
っ
て
も
、
活
躍
の
場
を
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
（
５
）
。 

で
は
、
連
載
小
説
以
外
の
、
文
化
欄
に
お
け
る
作
家
た
ち
の
関
わ

り
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
紙
面
を
通
時
的

に
眺
め
る
と
、
文
学
者
の
文
章
は
他
に
も
多
く
見
つ
か
る
。
な
か
で

も
目
を
引
く
の
が
、
一
九
四
七
年
の
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
一
面
の

下
の
方
に
継
続
的
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
「
原
子
小
説
」
で
あ
る
。 

 

二 
 

「
原
子
小
説
」
の
実
態 

 

「
原
子
小
説
」
は
、
四
〇
〇
字
程
度
で
完
結
す
る
超
短
編
小
説
の
シ

リ
ー
ズ
で
あ
る
。
そ
の
全
五
七
編
の
リ
ス
ト
が
以
下
で
あ
る
。
す
べ

て
一
九
四
七
年
の
「
中
京
新
聞
」
の
一
面
に
掲
載
さ
れ
た
。 

   一
〇
月
六
日 

 
 

初
恋 

 
 
 

上
田
廣 

 
一
〇
月
八
日 

 
 

う
つ
せ
み 

 

岡
田
三
郎 

 

一
〇
月
九
日 

 
 

神
経 

 
 
 

小
堀
安
雄 
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一
〇
月
一
〇
日 

 

正
直
な
強
盗 

 
 
 
 
 
 

乾
信
一
郎 

 
 

一
〇
月
一
一
日 

 

共
産
党 

 
 
 
 
 
 
 
 

斎
藤
悦
二 

一
〇
月
一
二
日 

 

母
親 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

神
崎
清 

 
一
〇
月
一
三
日 

 

婆
さ
ん
の
帽
子 

 
 
 
 
 

石
原
文
雄 

一
〇
月
一
四
日 

 

あ
や
ま
る 

 
 
 
 
 
 
 

武
野
藤
介 

 

一
〇
月
一
六
日 

 

た
そ
が
れ 

 
 
 
 
 
 
 

浜
本
浩 

 
 

一
〇
月
一
七
日 

 
な
ぞ
の
果
て 

 
 
 
 
 
 

原
奎
一
郎 

一
〇
月
一
九
日 

 
鞭 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
塚
友
二 

一
〇
月
二
〇
日 

 

雀 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

加
藤
武
雄 

一
〇
月
二
一
日 

 

舞
踏
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

大
滝
重
直 

一
〇
月
二
二
日 

 

日
に
何
度 

 
 
 
 
 
 
 

打
木
村
治 

一
〇
月
二
三
日 

 

情
死 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡
戸
武
平 

一
〇
月
二
四
日 

 

江
馬
細
香 

 
 
 
 
 
 
 

田
辺
耕
一
郎 

一
〇
月
二
五
日 

 

大
岡
さ
ば
き 

 
 
 
 
 
 

辰
野
九
紫 

 

一
〇
月
二
六
日 

 

娘
と
河
馬 

 
 
 
 
 
 
 

川
上
喜
久
子 

一
〇
月
二
七
日 

 

九
時
間
半 
 
 
 
 
 
 
 

北
畠
八
穂 

一
〇
月
二
八
日 

 

浮
世 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

柴
田
錬
三
郎 

一
〇
月
二
九
日 

 

心
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
條
誠 

一
〇
月
三
〇
日 

 

女
の
運
命 

 
 
 
 
 
 
 

小
原
の
ぶ 

一
〇
月
三
一
日   

幸
不
幸 

詩
に
よ
る
掌
篇 

 

藤
森
成
吉 

一
一
月
一
日 
 
 

帯 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森
清
之 

一
一
月
二
日 

 
 

昔
の
女 

 
 
 
 
 
 
 
 

鎌
原
正
巳 

一
一
月
三
日 

 
 

子
供 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
庭
さ
ち
子 

一
一
月
四
日 

 
 

試
験 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

太
田
千
鶴
夫 

一
一
月
五
日 

 
 

正
直
者 

 
 
 
 
 
 
 
 

藤
沢
桓
夫 

一
一
月
六
日 
 
 

重
い
荷 

 
 
 
 
 

井
上
康
文 

一
一
月
七
日 

 
 

愛 
 
 
 
 
 
 
 

秦
賢
助 

一
一
月
八
日 

 
 

一
ツ
家 

 
 
 
 
 

藤
島
一
衛 

一
一
月
九
日 

 
 

か
り
せ
り
ふ 

 
 
 

穎
田
島
一
二
郎 

一
一
月
一
〇
日 

 

手
の
言
葉 

 
 
 
 

牧
屋
善
三 

一
一
月
一
二
日 

 

お
む
つ 

 
 
 
 
 

磯
田
敏
夫 

一
一
月
一
四
日 

 

あ
る
結
婚 

 
 
 
 

沢
野
久
雄 

一
一
月
一
五
日 

 

煙
草 

 
 
 
 
 
 

細
野
孝
二
郎 

一
一
月
一
六
日 

 

夜
の
電
車 

 
 
 
 

池
沢
茂 

一
一
月
一
七
日 

 

小
さ
い
か
ら 

 
 
 

松
田
解
子 

一
一
月
一
八
日 

 

悪
魔
と
若
い
夫
人 

 

細
田
源
吉 

一
一
月
一
九
日 

 

薄
暮 

 
 
 
 
 
 

原
田
種
夫 

一
一
月
二
〇
日 

 

パ
ン
パ
ン
ガ
ー
ル 

 

牧
野
吉
晴 

一
一
月
二
一
日 

 

身
の
果
て 

 
 
 
 

瀬
川
健
一
郎 

一
一
月
二
二
日 

 

秋 
 
 
 
 
 
 
 

石
浜
恒
夫 

一
一
月
二
三
日 

 

西
鶴
像 

 
 
 
 
 

木
下
満 

一
一
月
二
四
日 

 

軌
道 

 
 
 
 
 
 

杉
山
平
一 

一
一
月
二
五
日 

 

夜
宴 

 
 
 
 
 
 

吉
井
栄
治 

一
一
月
二
六
日 

 

蔵 
 
 
 
 
 
 
 

長
沖
一 

一
一
月
二
七
日 

 

易 
 
 
 
 
 
 
 

後
藤
鴨
平 

一
一
月
二
八
日 

 

あ
る
風
景 

 
 
 
 

堀
場
正
夫 

一
一
月
二
九
日 

 

彼
の
死 

 
 
 
 
 

草
場
洋
一 

一
一
月
三
〇
日 

 

少
年 

 
 
 
 
 
 

庄
野
潤
三 

一
二
月
一
日 

 
 

恋
わ
た
る
べ
き 

 
 

宮
田
喜
雄 

一
二
月
二
日 

 
 

初
夜 

 
 
 
 
 
 

峯
朝
太
郎 
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一
二
月
三
日 

 
 

昔
の
女 

 
 
 
 

木
谷
徹 

一
二
月
四
日 

 
 

十
七
歳 

 
 
 
 

河
本
純
夫 

一
二
月
五
日 

 
 

蔵
書
家 

 
 
 
 

南
越
三 

一
二
月
六
日 

 
 

船
橋
家
の
兄
弟 

 

北
村
寅
治 

  

注
目
さ
れ
る
の
は
、
執
筆
者
の
幅
の
広
さ
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
か

ら
コ
ン
ト
と
い
う
形
式
を
輸
入
し
た
と
言
わ
れ
る
岡
田
三
郎
。
昭
和

初
期
か
ら
多
く
の
コ
ン
ト
を
書
き
、
雑
誌
「
コ
ン
ト
倶
楽
部
」
を
主

宰
し
た
武
野
藤
介
。
コ
ン
ト
を
多
数
掲
載
し
た
雑
誌
「
新
青
年
」
の

編
集
者
で
あ
り
、
執
筆
者
で
あ
っ
た
乾
信
一
郎
や
岡
戸
武
平
（
岡
戸

は
名
古
屋
在
住
の
作
家
で
も
あ
る
）。
ユ
ー
モ
ア
作
家
の
辰
野
九
紫
。

一
九
五
〇
年
代
以
降
、
大
衆
小
説
家
と
し
て
人
気
を
博
す
柴
田
錬
三

郎
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
者
の
藤
森
成
吉
、
細
田
源
吉
、
松
田
解
子
、

細
野
孝
二
郎
。
農
民
文
学
者
か
ら
児
童
文
学
作
家
に
な
っ
て
い
っ
た

打
木
村
治
。
横
光
利
一
門
下
で
、
俳
人
で
も
あ
っ
た
石
塚
友
二
。
兵

隊
作
家
と
し
て
著
名
な
上
田
廣
。
大
衆
文
学
作
家
で
、
海
軍
報
道
班

員
で
も
あ
っ
た
浜
本
浩
。
昭
和
一
〇
年
代
に
新
進
作
家
と
し
て
注
目

さ
れ
た
川
上
喜
久
子
、
北
條
誠
。
そ
し
て
関
西
在
住
の
人
気
作
家
だ

っ
た
藤
沢
桓
夫
と
、
そ
の
「
辻
馬
車
」
以
来
の
仲
間
だ
っ
た
長
沖
一

と
神
崎
清
。
や
は
り
関
西
の
詩
人
の
杉
山
平
一
、
後
に
中
央
で
作
家

と
し
て
名
を
馳
せ
る
庄
野
潤
三
、
新
聞
記
者
と
作
家
を
兼
ね
た
沢
野

久
雄
、
瀬
川
健
一
郎
、
吉
井
栄
治
な
ど
、
多
彩
な
顔
触
れ
が
一
日
ご

と
に
作
品
を
発
表
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

作
品
の
内
容
は
作
家
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
今
日
の
眼

か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
時
代
な
ら
で
は
の
空
気
を
湛
え
た
題
材
が
印
象

的
に
映
る
。
斎
藤
悦
二
『
共
産
党
』
に
は
列
車
内
で
物
を
ね
だ
る
戦

災
孤
児
が
、
大
庭
さ
ち
子
『
子
供
』
に
は
復
員
し
た
ば
か
り
で
息
子

に
な
つ
か
れ
な
い
父
親
が
、
井
上
康
文
『
重
い
荷
』
に
は
闇
屋
に
な

っ
た
青
年
が
、
牧
野
吉
晴
『
パ
ン
パ
ン
ガ
ー
ル
』
で
は
駅
前
で
身
を

ひ
さ
い
で
い
る
と
思
し
き
女
性
と
の
対
話
が
描
か
れ
る
。
そ
の
よ
う

な
「
原
子
小
説
」
の
サ
ン
プ
ル
と
し
て
、
浜
本
浩
『
た
そ
が
れ
』
の

全
文
を
次
に
掲
げ
る
。 

 

夕
方
の
ラ
ツ
シ
ユ
ア
ワ
ー
に
、
有
楽
町
駅
の
ホ
ー
ム
で
、
泥

棒
泥
棒
と
け
た
た
ま
し
い
女
の
声
が
ひ
と
ご
み
を
掻
き
分
け

て
追
つ
て
来
た
。 

そ
の
と
き
私
に
突
き
当
つ
た
男
が
が
ち
や
り
と
音
を
立

て
ゝ
女
持
の
買
物
袋
私
の
足
許
に
落
し
た
。
女
は
飛
び
つ
い
て

袋
を
拾
い
と
る
と
、
さ
つ
さ
と
ま
た
人
混
み
を
押
し
分
け
て
去

つ
て
行
つ
た
。
袋
を
落
し
た
男
は
、
何
だ
、
何
だ
と
、
け
ろ
り

と
し
て
、
あ
た
り
を
見
回
し
た
。
そ
の
様
子
が
い
か
に
も
白
々

し
く
て
腹
が
立
つ
た
が
私
は
そ
の
男
の
手
口
を
見
て
い
な
い

し
そ
れ
に
女
が
立
ち
去
つ
た
あ
と
に
は
、
何
ひ
と
つ
、
そ
の
男

が
泥
棒
で
あ
る
証
拠
が
残
つ
て
い
な
か
つ
た
。 

「
女
て
、
勝
手
な
も
の
だ
な
」
と
群
衆
の
一
人
が
い
つ
た
。 

「
自
分
の
袋
さ
え
取
り
か
え
し
た
ら
、
泥
棒
が
い
よ
う
と
何
が

い
よ
う
と
問
題
じ
や
な
い
か
ら
な
」 

だ
が
、
誰
一
人
そ
の
声
に
相
槌
を
う
つ
者
も
な
く
、
折
柄
停

つ
た
電
車
の
昇
降
口
へ
、
先
を
争
つ
て
殺
到
し
た
。
ふ
と
仰
い

だ
ビ
ル
デ
ン
グ
の
て
つ
ぺ
ん
を
、
新
聞
社
の
電
光
ニ
ユ
ー
ス
が
、
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き
ら
き
ら
と
光
り
を
曳
い
て
走
つ
て
い
た
。 

 

東
京
の
中
心
部
に
お
い
て
、
平
時
で
あ
れ
ば
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
で

あ
ろ
う
窃
盗
事
件
が
、
衆
人
環
視
の
中
、
曖
昧
に
見
送
ら
れ
、
す
ぐ

に
忘
れ
ら
れ
る
。
新
聞
社
の
ビ
ル
に
輝
く
電
光
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
そ

う
し
た
巷
の
騒
動
と
は
別
種
の
報
道
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。
敗
戦
直
後
の
風
景
を
切
り
取
り
、
世
相
の
一
端
を
巧
み
に
浮
か

び
あ
が
ら
せ
た
作
品
で
あ
る
。 

当
時
の
地
方
新
聞
や
新
興
紙
の
限
ら
れ
た
紙
面
に
、
読
み
切
り
の

超
短
編
小
説
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
自
体
は
珍
し
く
な
か
っ
た
。
新
聞

に
、
文
化
や
娯
楽
を
求
め
る
声
が
多
か
っ
た
の
だ
と
推
察
さ
れ
る
。

一
九
二
〇
年
代
に
流
行
し
、
根
付
い
た
形
式
が
、
戦
後
、
限
ら
れ
た

紙
面
を
活
か
す
手
段
と
な
っ
た
（
６
）
。
し
か
し
、
週
に
一
回
程
度
の
ペ

ー
ス
で
は
な
く
、
紙
面
に
空
き
が
で
き
た
穴
埋
め
で
も
な
く
、
約
二

ヶ
月
間
、
毎
日
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
続
け
て
い
る
例
は
稀
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
、
敗
戦
直
後
の
メ
デ
ィ
ア
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
文
藝
の
、

現
在
と
は
異
な
る
存
在
感
が
う
か
が
わ
れ
る
。 

先
に
掲
げ
た
リ
ス
ト
に
お
い
て
、
今
日
の
目
か
ら
見
て
最
も
ネ
ー

ム
バ
リ
ュ
ー
が
あ
る
の
は
、
こ
の
八
年
後
に
芥
川
賞
を
受
賞
し
、「
第

三
の
新
人
」
の
一
員
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
庄
野
潤
三
で
あ

ろ
う
。
た
だ
、
庄
野
が
本
格
的
に
評
価
さ
れ
る
の
は
、
一
九
四
九
年

発
表
の
『
愛
撫
』
以
降
で
あ
る
。
当
時
は
高
校
教
師
が
本
業
で
、
い

ま
だ
セ
ミ
プ
ロ
に
留
ま
っ
て
い
た
庄
野
が
、
地
方
新
興
紙
と
は
い
え
、

な
ぜ
新
聞
の
一
面
に
作
品
を
発
表
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。 

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
藤
沢
桓
夫
の
存
在
で
あ
る
。
先
の
リ

ス
ト
の
う
ち
、
磯
田
・
沢
野
・
池
沢
・
瀬
川
・
石
浜
・
杉
山
・
吉
井
・

長
沖
・
庄
野
の
九
人
は
、
藤
沢
を
中
心
と
す
る
同
人
雑
誌
「
文
学
雑

誌
」
に
執
筆
経
験
が
あ
る
。
掲
載
時
期
も
一
一
月
中
旬
以
降
に
偏
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
同
年
上
半
期
に
「
中
京
新
聞
」
に
連

載
小
説
を
書
い
て
い
た
藤
沢
に
よ
る
紹
介
や
推
薦
が
あ
っ
た
可
能

性
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
新
延
の
よ
う
な
記
者
に
加
え

て
、
藤
沢
の
よ
う
な
関
西
文
壇
の
中
心
的
存
在
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
も
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
方
新
興
紙
の
意
欲
的
な
企
画
が
成
立
し

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

「
中
京
新
聞
」
に
は
、
こ
の
翌
年
に
も
「
友
を
語
る
」「
豆
自
伝
」

な
ど
の
コ
ラ
ム
に
著
名
な
文
学
者
が
起
用
さ
れ
て
い
る
。「
友
を
語

る
」
は
友
人
に
つ
い
て
の
コ
ラ
ム
で
、「
豆
自
伝
」
は
、
自
分
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
に
つ
い
て
の
コ
ラ
ム
で
あ
る
。「
友
を
語
る
」
に
は
、
伊
藤

整
や
尾
崎
一
雄
の
よ
う
な
著
名
な
作
家
に
加
え
、
水
原
秋
桜
子
や
山

口
誓
子
ら
俳
人
も
書
い
て
お
り
、
棟
方
志
功
、
鍋
井
克
之
、
三
岸
節

子
、
向
井
潤
吉
の
よ
う
な
画
家
の
名
前
も
あ
る
。「
豆
自
伝
」
に
は
、

こ
こ
ま
で
に
あ
が
っ
て
き
た
執
筆
者
に
加
え
て
、
江
戸
川
乱
歩
、
上

林
暁
、
中
河
與
一
、
火
野
葦
平
、
村
山
知
義
ら
が
執
筆
し
て
い
る
。

新
進
作
家
で
あ
っ
た
椎
名
麟
三
や
三
島
由
紀
夫
が
名
を
連
ね
て
い

る
こ
と
も
無
視
で
き
な
い
（
７
）
。 

こ
の
よ
う
に
、「
中
京
新
聞
」
は
、
地
方
新
興
紙
と
し
て
は
例
外
的

な
ほ
ど
文
化
欄
を
充
実
さ
せ
て
い
た
。
敗
戦
直
後
の
地
方
新
興
紙
で

は
、「
夕
刊
新
大
阪
」
が
文
化
新
聞
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、「
中
京

新
聞
」
も
同
様
の
観
点
か
ら
見
直
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
背

後
に
は
、「
朝
日
新
聞
」
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
新
延
修
三
や
、
藤
沢
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桓
夫
の
人
脈
が
あ
っ
た
。
特
に
新
延
に
典
型
的
な
よ
う
に
、
敗
戦
直

後
に
は
、
疎
開
や
復
員
を
通
じ
て
、
思
わ
ぬ
形
で
人
が
移
動
し
て
い

た
。
そ
の
力
を
得
て
、
全
国
各
地
で
、
中
央
の
雑
誌
や
単
行
本
中
心

の
文
学
史
で
は
見
え
に
く
い
、
独
自
の
文
学
作
品
の
生
産
と
享
受
が

行
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
も
被
占
領
下
の
、
あ
る
い
は
戦
後
文
学
の
一

面
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

注 （
１
）
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
八
。
特
に
第
Ⅱ
部
「
戦
後
新
興
紙
の
盛
衰
」
を

参
照
。 

（
２
）
波
書
房
、
一
九
七
三
、
二
四
九
頁 

（
３
）
新
延
前
掲
書
、
一
四
五
頁 

（
４
）
新
延
書
の
「
石
川
達
三
」
の
項
に
は
、
流
行
作
家
と
な
っ
て
い
た
石
川

が
、
新
延
の
た
め
に
一
肌
脱
い
で
く
れ
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。 

（
５
）
た
だ
し
、「
中
京
新
聞
」
は
朝
日
新
聞
の
協
力
紙
な
の
で
、
こ
れ
ら
連

載
小
説
は
「
中
京
新
聞
」
単
独
で
は
な
く
、「
都
新
聞
」
な
ど
、
他
の
朝

日
新
聞
系
列
の
地
方
新
興
紙
と
重
な
っ
て
い
る
。む
し
ろ
、そ
う
し
た「
相

乗
り
」状
態
だ
っ
た
た
め
に
原
稿
料
も
は
ず
め
た
こ
と
も
、新
延
書
の「
尾

崎
士
郎
」
の
項
で
語
ら
れ
て
い
る
。 

（
６
）
そ
の
具
体
例
と
し
て
は
、
拙
稿
「《
研
究
ノ
ー
ト
》「
け
し
粒
小
説
」
と

そ
の
時
代
䢣
敗
戦
直
後
の
「
朝
日
新
聞
」
大
阪
版
お
よ
び
名
古
屋
版
の
創

作
欄
」（「
阪
大
近
代
文
学
研
究
」
二
〇
一
八
・
三
）、「
新
発
掘
・
坂
口
安

吾
「
復
員
」
と
そ
の
背
景
」（「
新
潮
」
二
〇
一
八
・
四
）、「
解
説
・
三
島

由
紀
夫
「
恋
文
」
の
位
置
」（「
新
潮
」
二
〇
二
一
・
五
）、「《
資
料
紹
介
》

「
朝
日
新
聞
」
大
阪
版
お
よ
び
東
京
版
に
お
け
る
コ
ン
ト
（
一
九
五
〇
䢣

一
九
五
一
）」（「
阪
大
近
代
文
学
研
究
」
二
〇
二
三
・
三
）
な
ど
を
参
照

さ
れ
た
い
。 

（
７
）
拙
稿
「「
豆
自
伝
」」（「
三
島
由
紀
夫
研
究
」
二
〇
二
二
・
四
）
参
照
。

な
お
、「
豆
自
伝
」
と
「
友
を
語
る
」
の
目
録
は
、
斎
藤
の
リ
サ
ー
チ
マ

ッ
プ
（https://researchmap.jp/samsa01

）
の
「
資
料
公
開
」
で
掲

載
し
て
い
る
。 

 

【
附
記
】
本
論
はJSPS

科
研
費20K00346

お
よ
び22K00293

の

助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。 

 

（
さ
い
と
う
ま
さ
お
／
本
学
教
授
） 
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